
今日は、坂本会長がご欠席という事で、代わってご

挨拶を申し上げます。 
私は映画が好きで、還暦を迎えシニア割引でどの映

画でも 1,000 円で鑑賞できますことから、月最低一回

の割でワーナー・マイカルへ出かけます。その時は、

大体女房と一緒なのですが、時には観る映画が異なり、

先に観終わった方が喫茶店で待っている事もありま

す。 
一昨日の土曜日は、女房と一諸に映画を観ました。

観た映画は、2004 年 10 月 23 日、中越沖地震の折、大

きな被害を受けたあの山古志に題材をとった「マリと

子犬の物語」でした。この映画の紹介文を、劇場で貰

ったパンフからご紹介してみますと・・・ 
            

2004 年１０月 23 日、午後 5
時           時 56 分。 

           新潟県中越地方を震源とし

て           て、マグニチュード 6.8 の

自身          地震が起こりました。“新潟

県           県中越地震”と名づけられ

て           たその地震により、闘牛や 
           錦鯉の産地として名高い山

古志          古志村（現・長岡市）も非

常に          常に大きな被害を受けまし

た           た。その山古志で、失意の

そ           底にいた人々を勇気づけた 
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奇跡のエピソードがあったのです。 
地震の当日、３匹の子犬を出産したお母さん犬の“マリ”。地震が起こり、人々が全て非難した後、荒 
廃した自然の中にたった 1 匹で我が子を守り、16 日後に 3 匹の子犬とともに無事に戻ってきたマリの 
姿は大きな感動を呼びました。その“我が子と生き抜いた”姿は、地元の被災者を勇気付けただけでな 
く、中越地震復興の大きな励ましとなりました。 
この実話を描いた絵本『山古志村のマリと三匹の子犬』（文藝春秋刊）は、小中学生を中心に話題にな 
り、12.5 万部（07 年 6 月現在）のベストセラーとなります。この原作をもとに、新潟県及び新潟県長 
岡市、三条市の全面協力のもと、映画『マリと子犬の物語』は撮影されました。 
 
昨年の 11 月、たまたま復興が進む「山古志」に行く機会がありました。 

山古志村入口の蓬平温泉の「和泉旅館」が、ちょうどリニューアル・オープンを迎えられたばかりの頃で 
した。報道関係者の車に同乗して、普段は入れない工事現場の最前線まで見せて貰いました。「激甚災害」 
の指定を受け、国や県、総がかりの復興作業の凄さに驚いたものでした。車を降り、休眠中の「闘牛場」 
に向かって歩いていくと、ちょうどこの映画の製作スタッフが、シナリオ・ハンティングの為、現場を訪 
れた帰り道に遭遇し、ここ「山古志」をテーマに映画を作るんだ・・・という事を知り、この映画の完成 
を心待ちにしていたひとりでした。 
 
私は昔から動物好きで、これまで、いろんな動物と付き合ってきました。その度、家族に迷惑をかけ続 

けてきたかも知れません。 
犬は勿論の事。猫・ひよこ・鳥・カメ・金魚・・・と、いろいろですが、犬は拾った子犬が 13 年。貰 

った子犬も 12 年。拾った子猫は 6 年間と、みんな長生きしてくれました。 
拾った子猫が、私の枕元のバスケットの中で 5 匹の子どもを産み、2 匹は死んでしまいましたが、3 匹は 
その親がしっかり育て、その子が 1 歳を迎えた頃、それぞれ「独立」していきました。 
 夜店で 5 円で買ったヒヨコは「鶏」になって、その恩返しか、朝早くから時を告げるのには近所の手前 
大いに困りました。また同じ、夜店の金魚すくいの金魚約 30 匹は、みんな大きくなって「コイ」になり、 
池をつぶした時、ご近所に全員貰われて行きました。石カメも大きくなったので八幡様の池に放しました。 
小鳥はカゴを掃除した折、空遠く逃げて行ってしまいました。 
 
私が三条を離れていた 6 年間は、唯一、我が家にペットが居なかった期間で、結婚して 3 人の子どもが 

それぞれ大きくなった頃「情操教育」に再び犬を飼い始めました。その頃流行った小型のコリー。洋犬の 
シェルティで「タケル」と名付けました。この子が 10 歳で病気で死に、暫くして、また犬を飼い始めて 
います。今の子は満 7 歳でコーギー犬、「ヤマト」と言います。前の犬の名を足して「ヤマト・タケル」 
になります。また再び犬を飼うことがあったら、今度は「ミコト」と名付けようか・・・と密かに考えて 
いる私です。 
                         
 
 
 
 
 
 会 員 誕 生 
         １日 飯山勝義君         １日 馬塲信彦君 
         ２日 坪井正康君         ３日 平松修之君 
         ５日 野中 悟君         ７日 草野恒輔君 
         ８日 丸田肇一君        １４日 佐藤秀夫君 
        ２５日 吉田 衛君 
 
     夫 人 誕 生 
         １日 吉田スミエ（秀治）さん   ２日 荒澤政子（威彦）さん 
         ２日 田中秀幸（悌司）さん    ３日 馬塲淑子（信彦）さん 
         ４日 馬場和子（茂夫）さん    ７日 佐藤政子（栄祐）さん 
         ９日 渡邊ノリ（光郎）さん   １０日 永桶シイ（栄資）さん 
        １１日 天田敏子（匡）さん    ２３日 星野敏江（健司）さん    
         
              ＊ ＊ おめでとうございます ＊ ＊ 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「金物業界について」                    坂井 範夫 会員 
 
金物業界と言っても、扱っている商品により６～７種に分かれております。中国でも金物は「五金」と 

言って五種あるという意味です。 
小売屋さんを見て同じ様に感じておられるでしょうが、主力販売品で分かれております。三条でも土木・ 
建築は西村さん、電材等は古沢さんとか大枠で分かれております。 
しかし、今のガソリンスタンドのルーツは金物屋が多いというのも、何でも扱っていた業界だからです。  
今では、ワーク品販売業と言って作業服も売っている業種も出て来ました。これはトビ職とかカリワク関 
係の職人さんが多くなっている為です。 

 
業種の第一は、三条の問屋さんが多く関係する利器工匠具です。三条と兵庫県の三木で一番多くの問屋 

があります。扱う商品が多いのと戦後一貫して建築が良かったのでまだ多くの問屋があります。しかし、 
零細業者の多いのも特徴です。 
主に建築に関連する金具、工具、鋸等が主力ですが、鋏とか包丁も扱っております。扱う商品種としては 
一番多い業種です。 
工具屋ですが、主に工場で使う工具等を売っているのですが、切削工具等はハイスとかダイヤがついた 

     高額の商品が主力となっているので売上も多いようです。以前は業界でも良くない業界と言われていまし 
     たが、今は軒数も減って、また、世界へ出た日本のメーカーはもとより外国のメーカーも多く使っている 
     ようで、そういう得意先を持っている業者は良い業績を残しているようです。 

次に建築金物ですが、一部利器工匠具とバッティングしていますが、建築時で使う金具、鍵、換気口、 
     インテリア品、内装・外装品を扱っております。昔はこの業界に家具金物も混在しておりました。昔は戸

車、レール等がよく売れ、私もこの業界にいたのですが、一甲５０ｋｇ位の重さの甲を毎日運んだもので

す。 

～ １２月１０日 ２７，０００円  今年度累計 ４８１，０００円 ～

吉井君

船久保君
馬塲（信）君

吉田（秀）君
田中（久）君
丸山（征）君
西巻君

鈴木（圀）君
ＢＯＸに協力致します。

坂井範夫さん、卓話ご苦労様です。楽しみにしています。
田中（悌）君、銅冶君、馬場（一）、武藤君、渡邊（光）

ボックス委員会の鈴木です。ご協力有難うございました。

野崎君、広岡君、丸山（徹）君、若井君

坂井さんの卓話「金物業界」楽しみにしています。

5日、6日、7日と老妻孝行で備前・信楽の窯元を廻ってきました。

寒くなりました。坂井さん、卓話ご苦労様です。楽しみです。

今年も残すところわずかになりました。どうか心残りのない年末でありますように。

相田君、飯山君、石山君、木原君、佐藤（秀）君、滝口君、田代君、坪井君

57名の出席でした。特に韮澤地区幹事、鈴木武筆頭副幹事には資料作成で大変お世話に
なりました。また、当日、司会の長谷川晴生さんには明るく、切れの良い司会を務めて
いただき、有難うございました。

坂本会長代理です。
坂井範夫さん卓話、鈴木圀彦さんスマイル、いづれもご苦労様です。
坂井範夫さん、卓話楽しみにしています。
12/8（土）、ＶＩＰに於いて馬塲年度第１回の地区運営会議を開催致しました。



                                  ２００７年１２月

 
親愛なる友人の皆さん 

 
Ｊ．エド・マックロウリン元ＲＩ会長は、1960 年国際ロータリー年次大会で自らの考えを次の

ように述べられました。 
 
「毎朝、私たちは、『時間』という名の銀行から 86,400 秒を与えられます。毎夜、その日が終

わりを告げるとき、賢明な目的に投資できなかった秒はすべて失われます。秒数は繰り越され

ることがなく、また、借り越すこともできません。その日に使うことができなかった秒数は一

生失われてしまうのです」 
 
国際理解と親善を推進し、飢えに苦しむ人たちに食べ物を与え、読み書きの能力と教育という

贈り物を分かち合い、医療サービスを充実させ、寝たきりの人を世話するなど、素晴らしい方

法で、世界中のロータリアンが毎日、与えられた一秒一秒を捧げています。 
「ロータリーは分かちあいの心」を実践する方法は数限りなくあります。 
 
2008 年の始まりを間近に控えた今、与えられた時間、才能、そしてリソースを生かすことがで

きるかを、私たち全員で考えようではありませんか。 
 
充実した新年を迎えられますよう、心よりお祈り申し上げます。 
 
ウィルフリッド・ウィルキンソン 
ジョーン・ウィルキンソン 

 
また、二次製品屋というのは、名の通り、鉄の二次製品を 

扱っていて、波板、トヨ金物、屋根金具、鉄線、釘等が代表 
的品種です。今はほとんどホームセンターへ移っているので 
はないでしょうか。 
金物とはちょっと違うようですが、砥石屋というのもあり 

ました。名は砥石ですが、工具、利器工匠具業界と表裏一体 
の業界です。今でも売れる砥石は変わっていますが、鉄、石 
等を切るのに多く使われています。 
また、利器工匠具の中でも包丁、鋏等で今でも少数ですが、 
営業しております。 

 
ホームセンターが日本に進出してもう３５年位になるので 

はないでしょうか。今までの業種を全部網羅して、品揃い、値段、サービスで圧倒し、今の金物屋はダウン 
しております。 

また、通販、ネット販売も伸びてきており、今までのルートも大幅に変化し、金物屋というと何年も変わ 
りなく売れていた商品も、今では、今年春売れた品が秋には売れないという衣類と似たような変わりようで 
す。 
 最後に器物屋と言われるナベ、カマの業界で、三条では、パール金属さん、燕ではほとんどの商社ですが、 

日本国内の人口を相手にするので売上は多いようです。しかし、大手でやっていかないと成り立たない業界 
です。何しろ相手が量販店、ホームセンターですから、三条の金物屋は地元の金物が売れた時は良かったの 
ですが、今は地元の商品は全体の２０～３０％でしょうか。残りは、他産地の商品と中国製品等で売上げと 
なっております。 
 地元、地方合わせての商品のマージン率も大幅に下がっていて、このまま行くと、今ある組合に入ってい 
る軒数の約２３０軒も大幅に減ってゆくと思います。 
そこで、どうしたら良いのか、なかなか名案がないのが現状です。 
どの業界も同じ様な環境と思いますが、残ってゆくと将来があるのでしょうか。それも見えないのが実状で 
す。 

                                   
         
                                
 

    
 
 
 

 

    
 
 
      
 
               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


